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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月29日(2009.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字
画像に対応する文字コードを得る文字認識手段と、
　前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複数の文字コード
に対応する文字を描画する際に当該複数の文字コードで共通利用させるための字形データ
とを格納した電子文書を生成する生成手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記字形データは、単純な形状の字形データであることを特徴とする請求項１に記載の
画像処理装置。
【請求項３】
　前記字形データは、矩形状の字形データであることを特徴とする請求項１に記載の画像
処理装置。
【請求項４】
　前記字形データは、空白の字形データであることを特徴とする請求項１に記載の画像処
理装置。
【請求項５】
　前記生成手段で生成された電子文書には、前記複数の文字コードに対応させた字形デー
タを、前記文書画像内の各文字画像にほぼ対応する位置に透明色で描画させるための記述
が含まれることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記生成手段で生成された電子文書には、前記複数の文字コードに対応させた字形デー
タを、前記文書画像内の各文字画像の下端に対応する位置に透明色で描画させるための記
述が含まれることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記生成手段で生成された電子文書には、前記複数の文字コードに対応させた字形デー
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タを、前記文書画像内の各文字画像のサイズよりも小さいサイズで、前記文書画像内の各
文字画像の下端に対応する位置に透明色で描画させるための記述が含まれることを特徴と
する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記電子文書は、ＸＭＬフォーマットで記述された電子文書であることを特徴とする請
求項１に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記電子文書は、ＸＰＳフォーマットで記述された電子文書であることを特徴とする請
求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記画像処理装置は、前記文書画像を圧縮する圧縮手段を更に有し、
　前記電子文書に格納される文書画像は、前記圧縮手段で圧縮処理が施された文書画像で
あることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記圧縮手段は、前記文書画像内に含まれる領域を解析して適応的に圧縮することを特
徴とする請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記生成された電子文書に対して、入力されたキーワードで検索し、当該キーワードに
一致する部分を強調表示させる検索手段を、更に有することを特徴とする請求項１乃至１
１のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記検索手段は、前記キーワードに一致する部分の色を反転することにより強調表示さ
せることを特徴とする請求項１２に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記検索手段は、前記キーワードに一致する部分として、当該キーワードに一致した各
文字コードに対応付けられている各文字の送り幅×各文字のサイズに相当する部分を、強
調表示させることを特徴とする請求項１２に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字
画像に対応する文字コードを得る文字認識手段と、
　前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複数の文字コード
それぞれに対応する文字を描画する際に使用する同じ形状の字形データとを格納した電子
文書を生成する生成手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１６】
　文字認識手段が、文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより
、それぞれの文字画像に対応する文字コードを得る文字認識ステップと、
　生成手段が、前記文書画像と、前記文字認識ステップで得た複数の文字コードと、前記
複数の文字コードに対応する文字を描画する際に当該複数の文字コードで共通利用させる
ための字形データとを格納した電子文書を生成する生成ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１７】
　文字認識手段が、文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより
、それぞれの文字画像に対応する文字コードを得る文字認識ステップと、
　生成手段が、前記文書画像と、前記文字認識ステップで得た複数の文字コードと、前記
複数の文字コードそれぞれに対応する文字を描画する際に使用する同じ形状の字形データ
とを格納した電子文書を生成する生成ステップと、
を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１８】
　コンピュータを、
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　文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字
画像に対応する文字コードを得る文字認識手段、
　前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複数の文字コード
に対応する文字を描画する際に当該複数の文字コードで共通利用させるための字形データ
とを格納した電子文書を生成する生成手段、
として機能させるための、コンピュータプログラム。
【請求項１９】
　コンピュータを、
　文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字
画像に対応する文字コードを得る文字認識手段、
　前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複数の文字コード
それぞれに対応する文字を描画する際に使用する同じ形状の字形データとを格納した電子
文書を生成する生成手段、
として機能させるための、コンピュータプログラム。
【請求項２０】
　請求項１８または１９のいずれかに記載のコンピュータプログラムを記憶した、コンピ
ュータ読取可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の画像処理装置は、文書画像内の複数の文字画像に
対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字画像に対応する文字コードを得る
文字認識手段と、前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複
数の文字コードに対応する文字を描画する際に当該複数の文字コードで共通利用させるた
めの字形データとを格納した電子文書を生成する生成手段と、を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記課題を解決するために、本発明の画像処理装置は、文書画像内の複数の文字画像に
対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字画像に対応する文字コードを得る
文字認識手段と、前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複
数の文字コードそれぞれに対応する文字を描画する際に使用する同じ形状の字形データと
を格納した電子文書を生成する生成手段と、を有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　ステップＳ５１６では、このｉ文字目の文字の送り幅（ＣＷｉｄｔｈ属性の値）をＸに
加算するとともに、ｉを１インクリメント（ｉ＝ｉ＋１）して、ステップＳ５０８に戻る
。


	header
	written-amendment

